
校
長
訓
話 

第
一
〇
四
回
校
長 

鈴
木 

亜
繪
美 

こ
の
五
月
、
い
よ
い
よ
平
成
か
ら
新
元
号

「
令
和
」
に
御
代
替
わ
り
し
ま
し
た
。
大
化

か
ら
数
え
て
２
４
８
番
目
の
元
号
「
令
和
」

の
典
拠
は
、
「
万
葉
集
」
の
巻
五
、
梅
花
の

歌
三
十
二
首
の
序
文
だ
と
い
い
ま
す
。 

「
春
過
ぎ
て 

夏
き
た
る
ら
し 

白
妙
の 

衣
ほ
し
た
り 

天
の
香
久
山
」 

万
葉
集
の
中
で
も
有
名
な
持
統
天
皇
の

歌
は
み
な
さ
ま
も
良
く
ご
存
知
で
し
ょ
う
。

季
節
が
変
わ
る
風
景
を
詠
ん
だ
も
の
で
、
こ

の
歌
に
は
夏
を
連
れ
て
く
る
神
へ
の
「
祝

い
」
や
「
感
謝
」
の
意
味
が
あ
る
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。 

季
節
の
移
り
変
わ
る
美
し
い
季
節
、
「
令

和
」
の
文
字
の
シ
ン
プ
ル
さ
と
、「
レ
イ
ワ
」

と
い
う
優
し
い
響
き
は
、
新
し
い
時
代
へ
の

期
待
を
膨
ら
ま
せ
ま
す
。
そ
し
て
、
日
本
最

古
の
歌
集
「
万
葉
集
」
へ
の
関
心
と
と
も
に
、

日
本
の
古
き
良
き
伝
統
文
化
に
も
改
め
て

注
目
が
集
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。 実

は
、
私
が
静
岡
県
磐
田
市
民
に
な
っ
た

の
は
平
成
二
十
二
年
。
先
祖
は
ず
っ
と
静
岡

で
す
が
、
私
自
身
は
東
京
・
神
奈
川
で
生
ま

れ
育
ち
、
放
送
関
係
の
ラ
イ
タ
ー
と
色
彩
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。 

色
彩
に
深
く
関
心
を
持
っ
た
き
っ
か
け

の
一
つ
が
、
「
十
二
単
」
の
「
重
（
か
さ
）

ね
の
色
目
」
な
ど
に
み
る
日
本
の
伝
統
的
な

色
彩
美
の
素
晴
ら
し
さ
で
す
。
五
月
一
日
即

位
の
礼
で
新
天
皇
が
お
召
し
に
な
っ
た
束

帯
装
束
の
色
を
覚
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
で

し
ょ
う
か
？
そ
の
淡
く
赤
み
が
か
っ
た
茶

色
は
「
黄
櫨
染
（
こ
う
ろ
ぜ
ん
）
」
と
い
い
、

天
位
の
象
徴
と
し
て
盛
夏
の
太
陽
の
輝
き

を
表
し
た
も
の
と
い
わ
れ
、
天
皇
以
外
は
用

い
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
「
禁
色
（
き
ん
じ

き
）
」
で
す
。
さ
ら
に
、
皇
后
陛
下
の
十
二

単
は
「
花
橘
」
と
い
う
名
の
夏
の
重
ね
の
色

目
で
、
平
安
時
代
に
は
、
こ
の
重
ね
の
色
目

の
知
識
は
、
和
歌
と
と
も
に
重
要
な
教
養

だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。 

近
年
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
も
生
活
ス
タ
イ
ル

も
欧
米
の
カ
ラ
ー
を
模
す
こ
と
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
日
本
に
は
古
来
、

色
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
名
前
や
意
味
が
あ
り
、

季
節
を
配
色
で
表
す
な
ど
色
彩
美
に
優
れ

て
い
ま
し
た
。 

平
成
か
ら
令
和
へ
御
代
替
わ
り
す
る
今
、

二
千
年
の
歴
史
を
持
つ
皇
室
儀
式
が
再
現

さ
れ
、
そ
の
様
子
を
オ
ン
タ
イ
ム
で
見
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
な
ど

科
学
が
ど
ん
ど
ん
進
む
一
方
で
、
古
き
良
き

時
代
の
伝
統
文
化
が
根
付
い
て
い
る
日
本

の
魅
力
を
あ
ら
た
め
て
再
認
識
し
た
い
も

の
で
す
。 

こ
れ
か
ら
の
令
和
の
代
が
、
み
な
さ
ま

と
っ
て
平
和
で
、
彩
り
の
あ
る
時
に
な
る
こ

と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。 

                  

                          

令和元年 5月 1 日 

第 104 号 
学舎：周智郡森町一宮 

「一宮総合センター」 

事務局：静岡県磐田市 

     家田 529-20 

TEL:0539-62-6691 

めだかの学校伝言板 
第 104 回めだかの学校を開校するので出席しなさい。 

校 長／鈴木亜繪美 

教 頭／村松達雄 

用務員／村松幸範 

給食係／大久保陽・村木謙弌・牧野久子・池田タキ江 
    石野省三・中村やす代・大谷香代子・山中幸子 

今村純子・天野智加志・原田豊子 
渡辺三ツ子(チーフ) 

    ※お手伝いできる人はぜひ早めにお出かけを！ 

＜学舎＞静岡県周智郡森町一宮「一宮総合センター」 

TEL：0538-89-7730(開校日のみ) 

開校日／令和元年 6月 7日（金）6：20ＰＭより 
受 付／大場敬子・大橋町代・秋山勝則・榊原幸雄（後見人） 

26 期通年テーマ：『今を感じつつ、新
．
たな年

．
は「ハヤブサ 

号
．
」のように…』 

今回のテーマ：≪新元号「令和」を知ろう！「令和」にな

れよう！≫ 
＜時間割＞●１時間目 社会 日比野雅彦 先生（浜松市） 

「メディアがとらえる『令和』」 

●２時間目 国語 山下智之 先生（浜松市） 

「古典からみた『令和』」 

●３時間目 美術 草笛由美子 先生（守山市） 

「『令和』を描く」 

     ●給食の時間～令和ご膳？～   9：30 閉校 



    

■
三
遠
南
信
の
生
き
方
に
光
が
当
た
る

時
代
に
… 

先
日
、
国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
浜
松
河

川
国
道
事
務
所
の
田
中
里
佳
事
務
所
長
の
講
演

を
聴
く
機
会
が
あ
っ
た
。
海
育
ち
の
田
中
さ
ん
は
、

以
前
か
ら
神
々
し
い
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
山
へ

の
憧
れ
を
持
っ
て
い
た
そ
う
。
そ
し
て
「
山
と
海

を
繋
ぐ
川
は
人
と
自
然
も
繋
ぐ
。
自
然
の
力
は
人

間
の
力
で
は
防
ぎ
き
れ
な
い
。
自
然
に
対
し
て
人

間
は
謙
虚
で
な
く
て
は
い
け
な
い
。
私
た
ち
は
自

分
た
ち
の
暮
ら
し
て
い
る
地
域
を
も
っ
と
よ
く

理
解
し
、
自
然
の
一
部
で
あ
る
と
理
解
し
よ
う
。

そ
れ
が
自
然
災
害
か
ら
身
を
護
る
こ
と
に
繋
が

る
と
思
う
」
と
話
さ
れ
て
い
た
。 

明
治
以
降
の
河
川
整
備
に
よ
っ
て
、
洪
水
被
害

が
減
り
多
く
の
命
が
守
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
こ

れ
に
胡
坐
を
か
く
な
！
「
動
物
的
カ
ン
」
と
も
言

う
べ
き
自
然
感
知
セ
ン
サ
ー
を
私
た
ち
人
間
も

思
い
出
せ
！ 

田
中
さ
ん
の
柔
ら
か
く
優
し
い
言
葉
の
中
に
、

私
は
勝
手
に
こ
ん
な
想
い
を
脚
色
し
て
し
ま
っ

た
。
そ
れ
は
三
遠
南
信
の
民
俗
芸
能
が
ず
っ
と
投

げ
か
け
て
く
れ
て
い
た
我
々
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
。

三
遠
南
信
の
生
き
方
に
光
が
当
た
る
時
代
に

な
っ
て
き
た
…
。 

 
 

（
水
島
加
寿
代
メ
ダ
カ
） 

 

■
う
め
た
ち
あ
き
の
う
た
絵
巻 

 

昨
年
か
ら
故
郷
を
歌
で
応
援
す
る
音
楽
活
動

を
始
め
た
。
「
埋
田
さ
ん
の
活
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
は
何
で
す
か
？
」
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
軽
く
飛
び
回

る
私
に
問
い
掛
け
る
人
が
い
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
、

そ
れ
は
母
へ
の
思
い
に
他
な
ら
な
い
。
東
日
本
大

震
災
の
年
、
母
が
急
逝
し
た
。
震
災
で
世
の
中
が

大
混
乱
に
陥
ろ
う
と
も
、
私
に
は
見
知
ら
ぬ
遠
く

の
人
様
の
こ
と
を
心
配
す
る
余
裕
は
な
か
っ
た
。

看
取
り
後
、
空
虚
な
思
い
を
引
き
ず
り
な
が
ら

「
故
郷
」
と
「
母
」
は
同
義
だ
と
気
づ
い
た
。
そ

し
て
、
十
分
な
親
孝
行
が
出
来
な
か
っ
た
思
い
を
、

故
郷
へ
返
し
て
い
こ
う
と
決
心
し
た
。
現
在
、
遠

州
、
北
遠
の
各
地
を
歌
作
り
で
訪
ね
歩
い
て
い
る
。

か
つ
て
塩
の
道
を
人
々
が
往
来
し
た
よ
う
に
、
私

も
実
際
に
体
を
運
び
、
各
地
の
風
土
や
暮
ら
し
の

息
吹
を
感
じ
な
が
ら
作
詩
す
る
の
が
モ
ッ
ト
ー
。

天
竜
川
を
見
下
ろ
し
て
育
っ
た
。
天
竜
川
を
北
上

し
諏
訪
ま
で
繋
ぐ
の
が
夢
だ
。
病
床
の
母
を
思
っ

て
走
っ
た
よ
う
に
、
歌
作
り
で
繋
が
っ
た
友
の
思

い
に
寄
り
添
い
た
い
。
現
在
10
作
品
目
を
手
掛

け
て
い
る
。
検
索
「
う
め
た
ち
あ
き
の
う
た
絵
巻
」 

（
埋
田
千
聡
メ
ダ
カ
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

■
遠
江
国
一
宮
小
國
神
社
例
祭 

今
年
も
、
４
月
20
日(

土)

21
日(

日)

に
、
遠

江
国
一
宮
小
國
神
社
例
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
皆

さ
ん
小
國
神
社
に
参
拝
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
例
祭
時
の
参
道
は
、
神
輿
ほ
か
神

幸
祭
の
行
列
、
舞
楽
衆
の
行
列
、
勅
使
の
行
列
な

ど
優
美
な
非
日
常
の
世
界
に
一
変
し
ま
す
。 

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
古
式
十
二

段
舞
楽
は
、
番
外｢

花
の
舞｣
、
一
番｢

連
舞｣

、
二

番｢

色
香｣

、
三
番｢

蝶
の
舞｣

、
四
番｢

鳥
の
舞｣

、

五
番｢

太
平
楽｣

、
六
番｢

新
ま
っ
く｣
、
七
番｢

安

摩｣

、
八
番｢

二
の
舞｣

、
九
番｢

稜
王｣

、
十
番｢

抜

頭｣

、
十
一
番｢

納
蘇
利｣

、
十
二
番｢

獅
子｣

ま
で
、

奉
納
時
間
は
六
時
間
余
り
、
舞
人
、
楽
人
、
衣
裳

方
は
じ
め
例
祭
当
日
の
舞
楽
関
係
者
は
70
人
ほ

ど
で
す
。
私
は
、
こ
の
舞
楽
の
奉
納
伝
承
に
三
十

数
年
に
わ
た
り
関
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
千
数
百
年

の
昔
か
ら
伝
え
ら
れ
て
き
た
地
域
の
宝
で
あ
る

「
古
式
舞
楽
」
を
未
来
永
劫
に
伝
承
す
べ
く
仲
間

と
と
も
に
努
力
し
て
お
り
ま
す
。 

（
天
野
智
加
志
メ
ダ
カ
） 

 ■
第
17

回
全
国
ま
ち
づ
く
り
交
流
会

in
福
島
県
飯
舘
村
で
開
催 

第
17
回
全
国
ま
ち
づ
く
り
交
流
会
in
福
島
県

飯
舘
村
は
、
２
０
１
９
年
８
月
２
日(

金
）
～
４

日
（
日
）
の
３
日
間
、
福
島
県
飯
舘
村
で
開
催
。

８
月
２
日
（
金
）
18
時
か
ら
飯
舘
村
村
内
で
前

夜
祭
、
終
了
後
宿
泊
先
へ
。
３
日(

土
）
８
時
宿

泊
先
に
て
朝
食
、
10
時
飯
舘
村
内
視
察(

道
の
駅

な
ど
）
、
11
時
30
分
飯
舘
村
交
流
セ
ン
タ
ー
に

て
昼
食
、
村
長
講
演
。
14
時
30
分
飯
舘
村
内
視

察
（
飯
舘
中
学
校
、
福
祉
施
設
な
ど
）
。
18
時

大
交
流
会
、
終
了
後
宿
泊
先
へ
。
４
日(

日
）
10

時
宿
泊
先
～
10
時
30
分
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー

(

除
染
関
係
の
施
設
）
12
時
30
分
解
散
。
参
加
費

全
日
程
２
５
０
０
０
円
（
前
夜
祭
、
交
流
会
費
、

宿
泊
費
全
て
込
み)

。 

菅
野
典
雄
村
長
の
お
話
を
聞
く
の
も
い
い
も

の
で
す
。
ぜ
ひ
参
加
を
！
。
新
幹
線
で
行
く
予
定

で
す
。
希
望
者
は
６
月
10
日
ま
で
に
榊
原
ま
で

ご
連
絡
を
。 

 ■
鈴
木
正
士
宅
『
我
が
家
の
お
茶
摘
み
＆

コ
ン
サ
ー
ト
』
山
里
は
笑
顔
で
い
っ
ぱ
い 

磐
田
市
北
部
、
山
間
の
鈴
木
正
士
宅
「
大
平
山

荘
」
で
の
『
我
が
家
の
お
茶
摘
み
＆
コ
ン
サ
ー
ト
』

が
４
月
27
日
（
土
）
、
遠
く
は
千
葉
、
東
京
、

神
奈
川
な
ど
県
内
外
か
ら
多
く
の
顔
見
知
り
や

め
だ
か
生
ら
１
０
０
人
ほ
ど
の
人
が
集
ま
っ
て

開
か
れ
ま
し
た
。
山
里
は
大
賑
わ
い
。
近
く
の
草

刈
り
場
で
わ
ら
び
な
ど
山
菜
を
採
っ
た
り
、
タ
ケ

ノ
コ
を
掘
っ
た
り
、

お
茶
を
摘
ん
だ
り

…
と
。
山
荘
に
戻
っ

て
昼
食
交
流
会
。
自

慢
の
手
打
ち
そ
ば

や
、
搗
き
立
て
の
モ

チ
、
茶
葉
や
山
菜
の

天
ぷ
ら
、
タ
ケ
ノ
コ

と
山
菜
の
煮
物
、
こ

ん
が
り
焼
い
た
肉

な
ど
、
自
己
紹
介
な
ど
も
あ
っ
た
り
し
て
…
人
も

お
腹
も
ま
ん
ぷ
く
ま
ん
ぷ
く
。
ま
さ
に
ま
ん
ぷ
く

交
流
会
。
２
時
45
分
か
ら
は
薩
摩
琵
琶
と
４
０

０
年
前
の
小
鼓
の
ソ
ロ
と
コ
ラ
ボ
な
ど
の
邦
楽

演
奏
会
。
み
ど
り
の
香
り
に
も
乗
せ
ら
れ
て
身
も

心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。
い
や
～
良
か
っ
た
、
よ

か
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
寒
か
っ
た
。
来
年
の
令

和
２
年
４
月
の
最
終
土
曜
日
、
「
元
気
で
再
会

を
！
」
と
誓
う
の
で
し
た
。 

※
４
月
30
日
付
静
岡
新
聞
朝
刊
、
社
説
『
大
自

在
』
に
、
23
間
続
け
ら
れ
て
い
る
こ
の
催
し
の

こ
と
と
、
鈴
木
正
士
メ
ダ
カ
の
地
域
に
対
す
る
思

い
や
、
お
手
伝
い
の
「
猫
の
手
ク
ラ
ブ
」
の
こ
と

な
ど
が
載
っ
て
い
ま
す
。
い
い
記
事
で
す
。
う
れ

し
で
す
ね
。 

 
 

 
 

(

榊
原
幸
雄
メ
ダ
カ)

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

『
人
・
ひ
と
・
ヒ
ト
…
だ
よ
り
』 

●
浜
松
市
佐
久
間
町
の
山
田
ひ
ろ
子
メ
ダ
カ
。
国

道
１
５
２
号
線
の
復
旧
や
三
遠
南
信
自
動
車
の

佐
久
間
道
路
の
開
通
な
ど
交
通
ア
ク
セ
ス
が
改

善
さ
れ
た
の
で
「
縁
側
カ
フ
ェ
結
」
の
営
業
を
再

開
、
と
。
10
年
前
に
夫
の
山
田
修
平
メ
ダ
カ
と

清
水
町
か
ら
移
住
し
10
年
。
カ
フ
ェ
を
始
め
て

８
年
目
。
カ
フ
ェ
は
土
、
日
曜
日
と
祝
日
限
定
の

営
業
。
町
の
イ
ベ
ン
ト
の
出
店
も
。
「
い
い
と
こ

ろ
で
す
。
お
で
か
け
く
だ
さ
い
」
だ
っ
て
。 

●
浜
松
市
の
山
下
智
之
メ
ダ
カ
。
毎
週
木
曜
日
、

静
岡
新
聞
夕
刊
の
「
窓
辺
」
に
執
筆
。
江
戸
期
の

国
学
者
、
賀
茂
真
淵
の
「
賀
茂
真
淵
翁
遺
徳
顕
彰

会
」
の
会
長
を
し
て
い
る
。
国
学
は
単
な
る
古
典

研
究
に
と
ど
ま
ら
ず
、
歴
史
文
化
や
天
地
自
然
風

土
に
育
ま
れ
た
我
が
国
独
自
の
学
問
。
浜
松
市
中

区
の
「
縣
居
神
社
」
に
「
学
徳
成
就
」
の
神
と
し

て
祀
っ
て
あ
る
。
５
月
１
日
か
ら
元
号
も
『
令
和
』

に
な
る
。
「
我
が
園
に
梅
の
花
散
る
ひ
さ
か
た
の

天
よ
り
雪
の
流
れ
来
る
か
も 

大
伴
旅
人
。
来
年

『
令
和
二
年
』
の
万
葉
歌
は
こ
の
歌
が
一
番
多
い

よ
う
な
気
が
し
ま
す
」
だ
っ
て
。
さ
す
が
！
第
１



０
４
回
め
だ
か
の
学
校
の
先
生
の
一
人
で
す

ぞ
！
。
ハ
イ
。 

●
滋
賀
県
守
山
市
の
草
笛
由
美
子
メ
ダ
カ
。
静
岡

県
菊
川
市
の
菊
川
文
化
会
館
ア
エ
ル
で
、
４
月

14
日
（
日
）
劇
団
静
岡
県
史
（
浜
松
市
中
区
）

上
演
の
、
幕
末
の
偉
人
が
名
を
連
ね
る
『
牧
ノ
原

開
拓
史
～
侍
た
ち
の
茶
摘
み
歌
～
』
の
応
援
企
画

と
し
て
、
４
月
13
日
（
土
）・
14
日
（
日
）
の
２

日
間
限
定
で
「
草
笛
由
美
子
空
間
ア
ー
ト
作
品

展
」
を
開
催
。
お
茶
で
染
め
た
布
に
よ
る
空
間

ア
ー
ト
、
か
た
り
絵
、
吉
祥
画
な
ど
を
展
示
し
た
、

だ
っ
て
。
静
岡
県
西
部
地
区
を
中
心
に
活
躍
中
。

第
１
０
４
回
め
だ
か
の
学
校
の
先
生
も
や
り
ま

す
。 

●
浜
松
市
の
鈴
木
真
弓
メ
ダ
カ
。
３
月
に
東
京
銀

座
の
美
術
家
連
盟
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
27
名
の
作
家

さ
ん
た
ち
と
開
催
し
た
「
凹
凸
展
」
も
終
わ
り
、

こ
の
あ
と
バ
リ
島
の
ア
ル
マ
美
術
館
で
浜
松
の

作
家
さ
ん
達
と
８
月
25
日
か
ら
約
１
ヶ
月
間
展

覧
会
を
や
り
ま
す
、
だ
っ
て
。 

●
東
京
の
菅
原
歓
一
メ
ダ
カ
。
東
京
で
開
催
の
、

凹
凸
展
で
鈴
木
真
弓
さ
ん
の
作
品
を
拝
見
し
て

き
ま
し
た
。
シ
ュ
ー
ル
な
作
品
で
、
め
だ
か
の
学

校
に
あ
の
よ
う
な
表
現
者
が
い
た
と
い
う
の
は

新
鮮
な
驚
き
で
す
、
だ
っ
て
。 

●
磐
田
市
の
鈴
木
亜
繪
美
メ
ダ
カ
と
大
島
た
ま

よ
メ
ダ
カ
。
磐
田
市
池
田
の
ス
テ
ー
ジ
97
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
平
成
31
年
３
月
２
日
～
令
和
元
年
５

月
６
日
ま
で
の
土
日
祝
日
開
催
の
「
ひ
な
さ
ま
と

時
め
ぐ
り
花
め
ぐ
り
」
を
企
画
、
開
催
。
磐
田
市

内
で
毎
年
開
催
し
て
い
る
「
国
分
寺
ま
つ
り
in

遠
州
」
国
司
一
行
が
行
列
で
着
用
し
て
い
る
オ
リ

ジ
ナ
ル
天
平
衣
装
な
ど
も
特
別
に
紹
介
。
日
本
を

知
ろ
う
！
倭
文
化
探
求
講
座
「
日
本
の
色
・
重
ね

の
色
目
」
や
「
古
事
記
と
天
皇
家
」
も
４
月
25

日
・
27
日
に
同
時
開
催
し
た
、
だ
っ
て
。 

こ
の
時
期
は
「
熊
野
の
長
藤
ま
つ
り
」
も
あ
っ
て

池
田
地
区
は
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
も
あ
っ
て
賑

わ
っ
た
、
と
。 

●
東
京
の
か
ま
ち
よ
し
ろ
う
メ
ダ
カ
。
浜
松
市
の

喫
茶
ア
メ
オ
ト
舎
で
、
２
０
１
９
さ
よ
な
ら
平
成 

♪ 

春
一
番
ラ
イ
ブ
♪
in
浜
松
ア
メ
オ
ト
舎
」

を
や
っ
た
ん
だ
っ
て
。
第
１
部
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲

「
犬
サ
ブ
レ
音
頭
」
「
哀
愁
の
犬
サ
ブ
レ
黄
色
」

「
ス
キ
ス
キ
ご
ん
ち
ゃ
ん
」
な
ど
、
第
２
部
は
懐

か
し
の
Ｇ
Ｃ
サ
ウ
ン
ド
「
い
と
し
の
マ
ッ
ク
ス
」

「
君
に
会
い
た
い
」「
ブ
ル
ー
シ
ャ
ド
ー
」
な
ど
。

マ
ン
ガ
を
書
い
て
、
歌
も
歌
っ
て
～
い
や
～
忙
し

い
（
？
）
と
。
静
岡
新
聞
朝
刊
４
コ
マ
マ
ン
ガ
が 

「
ご
ん
ち
ゃ
ん
」
と
、
ア
ノ
「
犬
サ
ブ
レ
」
と
の

落
差
。
大
同
窓
会
で
「
犬
サ
ブ
レ
音
頭
」
を
歌
っ

た
け
ど
…
マ
イ
ッ
タ
。(

笑) 

●
磐
田
市
の
野
崎
正
蔵
メ
ダ
カ
。
４
月
７
日
行
わ

れ
た
静
岡
県
議
選
の
磐
田
選
挙
区
で
立
候
補
、
当

選
。
３
期
目
。
お
め
で
と
う
！
。
同
じ
選
挙
区
で

「
女
性
の
目
線
で
！
」
と
、
磐
田
市
議
を
辞
職
し

て
出
馬
し
た
川
崎
和
子
元
メ
ダ
カ
は
検
討
も
む

な
し
く
落
選
。
こ
れ
か
ら
は
議
員
の
立
場
で
は
で

き
な
か
っ
た
グ
ル
ー
プ
や
団
体
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
く
、
と
。
女
性
議
員
は
少
な
い
。
磐
田
市

議
会
で
は
26
人
中
芦
川
和
美
メ
ダ
カ
１
人
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
「
め
だ
か
の
女
性
は
強
い
ぜ

よ
！
」
と
影
の
声
。
ほ
ん
と
う
で
ご
ざ
い
ま
す
る
。

ハ
イ
。 

●
浜
松
市
の
加
藤
ひ
と
み
メ
ダ
カ
。
娘
さ
ん
に
男

の
子
の
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

に
な
っ
た
。
か
わ
い
～
い
！
だ
っ
て
。
そ
ん
な
こ

と
も
あ
っ
て
１
月
の
シ
テ
ィ
ー
マ
ラ
ソ
ン
以
来

走
っ
て
い
な
い
、
と
。
ガ
ン
バ
リ
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

ま
だ
ま
だ
走
り
ま
～
す
。 

●
浜
松
市
の
石
野
裕
子
メ
ダ
カ
。
２
０
１
２
年
か

ら
始
め
た
「
し
あ
わ
せ
色
コ
ン
サ
ー
ト
」
、
今
年

は
４
月
20
日
に
、
な
ゆ
た
浜
北
ホ
ー
ル
で
行
な

う
。
回
を
重
ね
る
ご
と
に
入
場
者
も
増
え
、
今
年

は
１
５
０
名
。
田
村
進
治
メ
ダ
カ
も
初
参
加
♪
。

１
部
は
ピ
ア
ノ
、
ボ
ー
カ
ル
、
合
唱
の
発
表
。
２

部
は
ゆ
う
こ
ろ
ん
の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
と
う
た
ご
え

タ
イ
ム
。
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
で
は
「
だ
い
す
き
♡
笠
井
」

「
笠
井
街
道
夢
紡
ぎ
」
。
ジ
ョ
イ
サ
ウ
ン
ド
で
カ

ラ
オ
ケ
配
信
が
始
ま
っ
た
。
「
あ
な
た
し
か
見
え

な
い
」
を
披
露
。
う
た
ご
え
タ
イ
ム
で
は
ピ
ア
ノ
、

ギ
タ
ー
伴
奏
と
と
も
に
会
場
全
員
で
大
合
唱
。
７

月
７
日
（
日
）
午
後
に
、
磐
田
市
の
福
田
交
流
セ

ン
タ
ー
で
「
ゆ
う
こ
ろ
ん
」
の
歌
声
広
場
を
行
い

ま
す
。
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
♡
、
だ
っ
て
。 

●
浜
松
市
の
長
谷
川
智
メ
ダ
カ
。
勤
務
先
の
朝
日

新
聞
に
、
昨
年
か
ら
一
年
間
連
載
し
た
『
遠
州
考
』

に
、
一
部
写
真
や
講
演
録
の
収
録
な
ど
を
加
え
て

一
冊
に
ま
と
め
た
『
遠
州
考 

や
ら
ま
い
か
を
探

る
』
を
、
静
岡
市
の
羽
衣
出
版
よ
り
自
主
出
版
。

内
容
は
プ
ロ
ロ
ー
グ
「
暴
れ
天
竜
」
と
「
賜
物
」

と
。
☆
丘
浅
次
郎
と
掛
塚
☆
女
性
た
ち
の
や
ら
ま

い
か
☆
医
療
の
や
ま
ら
い
か
☆
浜
名
湖
の
い
だ

て
ん
☆
国
学
の
や
ら
ま
い
か
、
な
ど
。
ハ
ー
ド
カ

バ
ー
２
２
４
頁
。
税
込
１
６
２
０
円
。
４
月
か
ら

書
店
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
購
入
で
き
る
。
大

変
お
も
し
ろ
い
本
で
す
。
購
入
し
て
ね
！
だ
っ
て
。 

●
浜
松
市
の
村
木
謙
弌
メ
ダ
カ
。
朗
ら
か
で
一
生

懸
命
の
め
だ
か
の
「
ご
飯
担
当
責
任
者
」
。
第
１

０
３
回
め
だ
か
の
学
校
の
時
、
な
ん
と
『
炊
飯
器
』

言
う
こ
と
を
聞
か
ず
、
何
度
ス
イ
ッ
チ
を
押
し
て

も
カ
シ
ャ
ッ
と
戻
っ
て
し
ま
う
。
エ
ー
、
40
分

間
ス
イ
ッ
チ
を
押
し
つ
づ
け
る
の
？
、
マ
イ
ッ
タ
。

顔
に
は
焦
り
が(

笑
）。
そ
ん
な
時
「
お
鍋
が
空
い

た
か
ら
お
鍋
で
炊
こ
う
！
」
と
助
っ
人
。「
エ
ッ
、

大
丈
夫
？
」。
結
果
は
、
ち
ょ
っ
と
お
コ
ゲ
が
あ
っ

て
の
美
味
し
い
炊
き
あ
が
り
。
い
や
～
良
か
っ

た
ァ
。
だ
っ
て
。
（
給
食
当
番
の
う
ら
ば
な
し
）
。

感
謝
し
て
ま
～
す
。
ハ
イ
。 
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今
回
は
紙
面
の
都
合
で
こ
れ
ま
で
。
み
な
さ
ん

の
お
手
紙
を
待
っ
て
い
ま
す
。 

 

※
お
知
ら
せ 

 

め
だ
か
春
秋
は
リ
レ
ー
形
式
で
。
文
字
数
は

18
文
字
37
行
以
内
。
第
１
０
５
回
め
だ
か
春
秋

は
、
大
橋
町
代
メ
ダ
カ
。
お
楽
し
み
に
！ 

《
め
だ
か
春
秋
》 

論
語
と
報
徳
思
想 

報
徳
思
想
と
論
語
の
教
え
が
似
て
い
る
か
ら

関
係
が
あ
る
の
で
は
と
思
い
、
調
べ
た
と
こ
ろ

「
論
語
と
二
宮
尊
徳
」
と
言
う
本
が
あ
り
ま
し
た
。

「
報
徳
」
と
い
う
二
宮
尊
徳
の
教
え
の
由
来
も

「
論
語
」
に
あ
り
ま
す
。
「
論
語
」
の
中
に
こ
う

書
か
れ
て
い
ま
す
。
（
日
本
語
訳
）
「
あ
る
人
が

言
っ
た
。
怨
み
を
怨
み
で
返
す
の
で
は
な
く
、
怨

み
を
徳
で
返
す
と
い
う
こ
と
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。 

で
は
、
人
か
ら
徳
を
受
け
た
時
に
、
ど
う
返
す

の
か
。
怨
み
に
は
真
っ
す
ぐ
な
心
で
返
し
、
人
か

ら
受
け
た
徳
は
徳
で
返
す
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
の

場
合
「
徳
」
と
は
恩
徳
の
こ
と
で
す
。
二
宮
尊
徳

の
「
報
徳
」
の
精
神
は
、
こ
の
章
の
「
徳
を
以
て

徳
に
報
い
る
」
と
い
う
言
葉
か
ら
き
て
い
ま
す
。 

「
報
徳
訓
」
に
は
、 

父
母
の
根
源
は
天
地
の
令
命
に
在
り 

身
体
の
根
源
は
父
母
の
生
育
に
在
り 

子
孫
の
相
続
は
夫
婦
の
丹
精
に
在
り 

父
母
の
富
貴
は
祖
先
の
勤
功
に
在
り 

吾
身
の
富
貴
は
父
母
の
積
善
に
在
り 

子
孫
の
富
貴
は
自
己
の
勤
労
に
在
り 

身
命
の
長
養
は
衣
食
住
の
三
つ
に
在
り 

衣
食
住
の
三
つ
は
田
畑
山
林
に
在
り 

田
畑
山
林
は
人
民
の
勤
耕
に
在
り 

今
年
の
衣
食
は
昨
年
の
産
業
に
在
り 

来
年
の
衣
食
は
今
年
の
艱
難
に
在
り 

年
々
歳
々
報
徳
を
忘
る
べ
か
ら
ず 

と
あ
り
ま
す
。 

「
論
語
」
の
人
か
ら
受
け
た
恩
徳
が
、「
報
徳
訓
」

で
は
人
の
根
源
的
な
生
命
と
い
う
こ
と
か
ら
、
命

の
繋
が
り
や
大
自
然
の
恩
徳
に
拡
大
さ
れ
、
勤
労

に
よ
っ
て
そ
れ
に
報
い
る
こ
と
を
教
え
て
い
ま

す
。
混
迷
の
現
代
社
会
、
報
徳
思
想
か
ら
学
ぶ
こ

と
は
多
い
と
考
え
ま
す
。 

（
髙
田
正
人
メ
ダ
カ
） 



      

■
令
和
元
年
・
第
27
期 

期
初
特
別
授
業

は
日
時
を
変
え
て
小
國
神
社
大
宝
殿
で 

 

第
27
期
・
第
１
０
５
回
め
だ
か
の
学
校
は
、

令
和
元
年
９
月
６
日
（
金
）
と
な
り
ま
す
が
、
今

回
は
元
号
も
変
わ
っ
た
こ
と
で
も
あ
り
、
日
と
時

間
を
９
月
７
日
（
土
）
午
後
一
時
（
受
付
）
か
ら

８
日
（
日
）
午
前
九
時
（
解
散
）
ま
で
の
１
泊
２

日
と
変
更
し
ま
す
。
時
間
割
は
従
来
の
時
間
割
の

流
れ
を
踏
襲
し
な
が
ら
、
午
後
二
時
予
鈴
、
校
歌

斉
唱
，
新
入
生
紹
介
、
建
学
の
精
神
唱
和
、
校
長

訓
話
、
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
と
し
ま
す
。
期

初
特
別
授
業
は
仮
称
『
進
歩
自
由
夢
』
パ
ネ
ラ
ー

は
飯
田
市
の
長
谷
部
三
弘
さ
ん
、
千
葉
市
の
鈴
木

厚
正
さ
ん
、
静
岡
市
清
水
区
の
花
井
孝
メ
ダ
カ
、

東
京
の
菅
原
歓
一
メ
ダ
カ
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
は

溝
口
久
メ
ダ
カ
を
予
定
。
給
食
の
時
間
は
五
時
か

ら
、
八
時
か
ら
夜
な
べ
談
議
。
宿
泊
な
し
は
七
時

半
閉
校
。
八
日
（
日
）
六
時
起
床
、
朝
食
、
九
時

終
了
。
会
費
は
泊
ま
り
な
し
で
３
０
０
０
円
、
宿

泊
あ
り
は
５
０
０
０
円
予
定
。
詳
細
は
第
１
０
５

回
職
員
会
議
で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。 

 

■
事
務
局
だ
よ
り 

桜
の
花
も
終
わ
り
、
山
は
黄
み
ど
り
か
ら
緑
へ

と
変
わ
っ
て
い
く
。
そ
ん
な
移
ろ
い
を
俳
句
の
季

語
で
は
「
山
笑
う
」
と
形
容
し
て
い
る
。
私
は
山

が
動
い
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
時
代
は
「
平
成
」

か
ら
「
令
和
」
へ
。
時
の
流
れ
の
早
さ
を
つ
く
づ

く
感
じ
る
今
日
此
の
頃
で
す
。 

さ
て
平
成
最
後
の
「
第
１
０
３
回
め
だ
か
の
学

校
」
は
、
平
成
31
年
３
月
１
日
（
金
）
。
校
長 

鈴

木
計
芳
、
教
頭 

加
藤
ひ
と
み
、
用
務
員 

若
尾
和

孝
。
紛
失
し
て
い
た
鐘
も
、
ど
な
た
か
が
森
町
の

太
股
神
社
に
願
か
け
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
み

つ
か
り
、
元
の
鐘
で
授
業
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
平
成
最
後
の
校
長
訓
話
、
高
校
卒
業
後
、
県

の
茶
業
専
門
研
修
所
で
１
年
間
研
修
後
、
浜
松
市

の
山
間
の
渋
川
地
区
で
、
家
業
の
ち
ょ
っ
と
渋
み

の
あ
る
『
渋
川
茶
』
の
、
生
産
か
ら
加
工
、
販
売

ま
で
、
ま
た
新
商
品
の
開
発
を
手
が
け
て
い
る
、

な
ど
お
茶
に
か
け
る
情
熱
を
語
る
。
授
業
は
一
時

間
目
、
歴
史
「
つ
な
げ
た
い
も
の
、
赤
引
か
ら
伊

勢
ま
で
」
上
嶋
裕
志
先
生
。
火
伏
の
神
様
と
し
て

信
仰
を
集
め
た
春
野
町
の
秋
葉
山
。
火
坊
秋
葉
三

尺
坊
大
権
現
や
秋
葉
講
と
お
日
待
ち
、
三
ヶ
日
町

の
初
生
神
社
や
庚
申
講
、
お
日
待
ち
な
ど
、
庶
民

信
仰
な
ど
を
語
る
。
二
時
間
目
は
社
会
「
古
き
も

の
を
生
か
し
て
、
出
会
い
の
場
に
…
」
本
島
真
弓

先
生
。
「
浜
松
か
ら
二
俣
に
来
て
、
な
ん
て
こ
じ

ん
ま
り
し
た
町
だ
ろ
う
」
と
思
っ
た
。
天
竜
厚
生

会
に
勤
め
た
こ
と
や
、
主
人
の
慎
一
郎
メ
ダ
カ
ら

と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
立
ち
上
げ
、
古
民
家
を
借
り
て
、

マ
ル
カ
ワ
の
蔵
“
叉
水
”
を
運
営
、
多
く
の
作
家

さ
ん
の
作
品
展
示
や
交
流
な
ど
情
報
発
信
を
し

て
い
る
、
と
。
三
時
間
目
総
合
学
習
「
つ
く
る
こ

と
、
つ
な
が
る
こ
と
の
ウ
ラ
に
は
…
」
榊
原
淑
友

先
生
。
「
県
営
茶
業
研
修
セ
ン
タ
ー
で
学
ん
で
、

農
協
の
茶
業
指
導
員
に
。
一
年
目
で
森
の
茶
が
品

評
会
で
金
賞
に
、
鼻
ピ
ク
。
そ
ん
な
時
菊
川
の
茶

農
家
の
人
か
ら
、
森
の
茶
は
10
年
遅
れ
て
い
る
、

と
言
わ
れ
、
名
産
地
の
茶
を
徹
底
的
に
調
べ
る
。

ま
た
赤
字
部
門
の
葬
祭
部
門
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
を
一
年
で
黒
字
に
。
森
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

甘
々
娘
や
町
並
み
蔵
展
、
町
議
や
町
長
選
や
と
…

い
や
は
や
女
房
に
は
頭
が
上
が
ら
な
い
…
」
と
。

授
業
も
興
に
入
っ
て
終
了
。
私
語
飲
食
全
て
禁
止

の
次
回
３
役
発
表
。
校
長
鈴
木
亜
繪
美
、
教
頭
村

松
達
雄
、
用
務
員
村
松
幸
範
。
次
回
第
１
０
４
回

め
だ
か
の
学
校
は
、
新
元
号
の
６
月
７
日
（
金
）。

こ
の
３
役
、
個
性
あ
り
で
面
白
そ
う
。
給
食
当
番

も
決
め
て
、
「
今
日
の
日
は
さ
よ
う
な
ら
」
を
歌

い
つ
つ
、
握
手
を
し
な
が
ら
再
開
を
！
。 

第
１
０
４
回
の
め
だ
か
の
学
校
の
職
員
会
議

を
、
４
月
４
日
（
木
）
19
時
か
ら
学
舎
で
開
く
。

夕
食
は
温
か
な
釜
め
し
。
用
務
員
の
村
松
幸
範
メ

ダ
カ
「
森
町
に
住
ん
で
い
て
、
こ
ん
な
美
味
し
い

釜
め
し
食
べ
た
こ
と
な
い
、
知
ら
な
か
っ
た
」

だ
っ
て
。
村
松
達
雄
メ
ダ
カ
は
、
天
宮
神
社
祭
礼

の
舞
い
の
練
習
で
欠
席
。
鈴
木
亜
繪
美
校
長
の
あ

い
さ
つ
で
会
議
に
入
る
。
４
月
１
日
に
新
元
号

『
令
和
』
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
テ
ー

マ
や
授
業
内
容
も
、
新
元
号
『
令
和
』
を
基
本
ベ
ー

ス
に
話
し
合
う
こ
と
に
な
っ
た
。
テ
ー
マ
は
《
令

和
元
年
・
変
わ
る
も
の
変
わ
ら
な
い
も
の
》
だ
っ

た
が
ち
ょ
っ
と
軽
く
し
て
『
新
年
号
は
令
和
』
。

「
令
和
」
を
知
ろ
う
！
「
令
和
」
に
な
れ
よ
う
』

に
し
ま
し
た
。
授
業
に
つ
い
て
は
『
令
和
』
が
万

葉
集
か
ら
採
っ
た
こ
と
、
号
外
な
ど
出
し
て
伝
え

た
メ
デ
イ
ア
、
別
の
視
点
か
ら
み
た
『
令
和
』
は

ど
う
か
、
と
、
一
時
間
目
、
社
会
「
メ
デ
ィ
ア
が

と
ら
え
る
『
令
和
』
」
日
比
野
雅
彦
先
生
。
二
時

間
目
、
国
語
「
古
典
か
ら
見
た
『
令
和
』
山
下
智

之
先
生
。
三
時
間
目
、
美
術
「『
令
和
』
を
描
く
」

草
笛
由
美
子
先
生
に
決
ま
る
。 

そ
の
あ
と
、
第
27
期
・
第
１
０
５
回
め
だ
か

の
学
校
は
、
新
元
号
と
期
初
特
別
授
業
で
も
あ
る

の
で
、
事
務
局
か
ら
提
案
さ
れ
た
、
令
和
元
年
９

月
７
日
（
土
）
午
後
１
時
受
付
、
２
時
開
校
、
従

来
の
「
気
を
つ
け
礼
」
か
ら
始
ま
っ
て
、
校
歌
斉

唱
、
校
長
訓
話
…
特
別
授
業
『
進
歩
自
由
夢
』
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。
５
時
か
ら
給
食
の
時

間
、
８
時
か
ら
夜
ナ
ベ
談
義
。
８
日
（
日
）
６
時

起
床
、
朝
食
、
９
時
閉
校
。
内
容
は
第
１
０
５
回

の
職
員
会
議
で
詰
め
る
こ
と
に
。 

 ■
第
27
期
の
受
付
を
し
て
い
ま
す
… 

第
26
期
は
平
成
30
年
９
月
１
日
か
ら
31
年

８
月
31
日
ま
で
で
す
が
、
実
質
今
回
の
第
１
０

４
回
授
業
で
終
わ
り
と
な
り
ま
す
。
新
し
く
入
校

を
希
望
さ
れ
る
方
が
い
ま
し
た
ら
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
下
さ
い
。 

第
27
期
の
受
付
け
を
、
第
１
０
４
回
の
開
校

日
、
令
和
元
年
６
月
７
日(

金)

か
ら
始
め
ま
す
。

毎
年
度
入
校
手
続
き
が
必
要
で
す
。
継
続
希
望
者

は
申
込
書
を
同
封
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
８
月

31
日
ま
で
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。 

未
提
出
の
生
徒
は
名
簿
か
ら
は
ず
れ
自
主
退

学
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。 

 ■
今
回
も
「
め
だ
か
の
学
校
だ
よ
り
」
遅

れ
て
ご
め
ん
な
さ
い
。 

「
令
和
元
年
５
月
１
日
」
の
発
行
日
に
…
と

思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
無
理
で
し
た
。
い
つ
も

お
手
伝
い
い
た
だ
い
て
い
ま
す
石
野
省
三
メ
ダ

カ
、
伊
藤
英
雄
メ
ダ
カ
、
田
村
進
治
メ
ダ
カ
、
本

島
慎
一
郎
メ
ダ
カ
あ
り
が
と
う
。
私
も
少
し
パ
ソ

コ
ン
で
メ
ー
ル
し
て
み
ま
し
た
。
ま
と
め
て
下
さ

る
間
渕
亮
太
メ
ダ
カ
、
発
送
な
ど
の
お
手
伝
い
、

榊
原
明
美
さ
ん
あ
り
が
と
う
。 

 ■
め
だ
か
の
学
校
だ
よ
り
の
原
稿
を
！ 

次
回
の
発
行
は
、
令
和
元
年
８
月
１
日
予
定
。

締
切
リ
は
７
月
15
日
で
す
。
み
な
さ
ん
の
日
頃

の
活
動
を
お
手
紙
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
待
っ
て
ま

す
。
メ
ー
ル
の
方
は
、 

《m
a
b
u
c
h
i
-
t
r
d
@
y
r
.
t
n
c
.
n
e
.
j
p

》 

間
渕
亮
太
０
９
０
・
５
０
０
９
・
０
９
８
６
で
す
。

（
メ
ー
ル
の
方
は
割
付
の
関
係
も
あ
る
の
で
ご
一
報
を
。
） 

 

■
め
だ
か
の
学
校
の
事
務
局 

〒
４
３
８
・
０
１
０
５
静
岡
県
磐
田
市
家
田
５

２
９
番
地
２
０ 

榊
原
幸
雄
方 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５

３
９
・
６
２
・
６
６
９
１
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
同
じ
） 

※
学
舎
「
一
宮
総
合
セ
ン
タ
ー
」
周
智
郡
森
町
一

宮
３
１
５
０
。
電
話 

０
５
３
８
・
８
９
・
７
７

３
０ 

開
校
日
の
午
後
４
時
以
降
の
み
使
用
可
。 

携
帯 

０
８
０
・
１
６
１
２
・
９
１
３
０ 


